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令和６年度 標語コンクール 

『わたしの家族』 優秀作品のご紹介 

令 和 ７ 年 １ 月 １ 日 発 行 

愛別町青少年育成協議会 

 

文責  

 

当協議会では、児童・生徒のみなさんに日頃の生活を振り返り、テーマに沿ったもの 

を考えることでの豊かな表現力と語彙力を養うことを目的とした、標語コンクールを実施 

しております。本年度は、１１８点の応募を頂き、厳選された入賞作品をご紹介致します。 

是非、ご家族での団欒のひとときに、話題として頂ければと思います。 

  

 

 

ご応募をいただき大変ありがとうございました。 

おかげさまで１１８点の作品が寄せられ、どの作品も家族を想う素直な気持ちが表現されてお

り、審査に苦慮したところです。 

お子様の作品をご紹介 

 

 

『わたしの家族』入賞作品 

【愛別町長賞】 『つらいとき かなしいときも すぐそばに』 愛中３年  久保田 優希さん 

【教育長賞】   『たくさんの ケンカと笑顔で 大合唱』 愛中１年  谷本  月実 さん 

【愛別町青少年育成協議会委員賞】  

小
学
生 

 

低
・中
学
年 

最優秀 『ありがとう だいすきかぞく たからもの』 ２年  善方  苺花 さん 

優  秀 『おじいちゃん おいしい野菜 ありがとう』 ４年  谷本  陽周 さん 

優  秀 『ありがとう わたしの家族 これからも』 ４年  佐々木  梓 さん 

高
学
年 

最優秀 『ハグすれば 元気充電 ＬＯＶＥ充電』 ５年  今    来音 さん 

優  秀 『「ただいま」と 言える家族が たからもの』 ５年  蓑嶋  汰介 さん 

優  秀 『あいさつは 家族の大事な エネルギー』 ６年  作田  健成 さん 

中
学
生 

 最優秀 『兄巣立つ 寂しいけれど 「いってらっしゃい」』 ３年  伊勢  木音 さん 

 優  秀 『辛いとき いつでも側に 家族いる』 ３年  谷本  大翔 さん 

 優  秀 『おはようから はじまる１日 家族の和』 ３年  渡邉  美咲 さん 

 優  秀 『いってらっしゃいのひとことで 私はパワーをもらってる』 １年  佐橋  桃花 さん 

高
校
生 

 最優秀 『お母さん 小さな変化 すぐ気づく』 １年  藤井    匠 さん 

 優  秀 『ケンカして 時間がたつと 仲直り』 １年  佐藤  麗佳 さん 

 

愛
別
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
寄
席 

子育て研修会 10

月
25

日
、旭
笑
長
屋
ナ

ナ
カ
マ
ド
紅
丸
さ
ん
、
狐
狸
亭

道
楽
さ
ん
他
２
名
を
演
者
に
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
通
う
親
子
対

象
の
子
育
て
研
修
会
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。  

幼
児
と
そ
の
保
護
者
な
ど

39

名
が
参
加
し
、
日
本
の
伝

統
芸
能
「
落
語
」
の
魅
力
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、ス
テ
ー
ジ
上
に
演
者

が
し
ゃ
べ
る
「
高
座
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
座
布
団
や
め
く
り
も

あ
り
、
日
頃
見
た
こ
と
が
な
い

も
の
に
、興
味
を
も
っ
て
い
る  

様
子
で
し
た
。 

  

 

テ
ン
ポ
の
良
い
会
話
に
耳
を

傾
け
、身
振
り
手
振
り
か
ら
も

想
像
を
膨
ら
ま
せ
、子
ど
も
達

は
笑
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

ま
た
、
小
道
具
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
扇
子
を
実
際
に
用
い

て
、
そ
ば
を
食
べ
る
真
似
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
職
員
記
） 

 

 



 

   

（
育
成
環
境
部
会
） 

石 
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〔
愛
別
町
立
愛
別
小
学
校
長
〕  

 
 
 
 

 

小
・
中
学
校
に
一
人 

一
台
端
末
が
導
入
さ 

れ
て
四
年
と
な
り
、 

今
や
授
業
に
な
く
て
は 

な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま 

し
た
。
学
校
以
外
で
も
、 

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
を
通
し 

て
子
供
た
ち
は
広
い
世
界
と
つ
な
が
る

こ
と
が
可
能
で
す
。 

一
方
で
、
昼
夜
逆
転
な
ど
子
供
の
ス

マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
言
う
「
依
存
」
は
「
や
り

過
ぎ
」
と
は
違
い
ま
す
。
「
依
存
」
は
悪

影
響
が
あ
っ
て
本
人
が
や
め
た
く
て
も

や
め
ら
れ
な
い
心
の
病
気
で
す
。
ス
マ
ホ

や
ゲ
ー
ム
を
取
り
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
根
本
的
な
問
題

解
決
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
場
合
逆
効

果
で
す
。
依
存
症
は
適
切
に
治
療
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 

依
存
症
に
つ
い
て 

は
、
「
ネ
ズ
ミ
の
楽
園
」 

と
い
う
興
味
深
い
実
験 

が
あ
り
ま
す
。  

 
 
 
 

 

狭
い
檻
に
一
匹
ず
つ
閉
じ
込
め
た
ネ

ズ
ミ
と
広
く
て
遊
び
場
が
あ
り
自
由
に

行
動
で
き
る
複
数
飼
育
の
ネ
ズ
ミ
に
そ

れ
ぞ
れ
普
通
の
水
と
依
存
性
薬
物
の
入

っ
た
水
両
方
を
与
え
る
と
前
者
の
ネ
ズ

ミ
は
す
ぐ
に
依
存
症
に
陥
り
ま
し
た
が
、

後
者
の
ネ
ズ
ミ
は
依
存
性
薬
物
の
水
を

飲
も
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
依
存
症
に
な
っ
た
ネ
ズ
ミ
を
後
者

の
「
楽
園
」
に
入
れ
る
と
離
脱
症
状
を

示
し
な
が
ら
も
他
の
ネ
ズ
ミ
と
遊
ん
で

依
存
性
薬
物
の
水
を
飲
ま
な
く
な
っ
た 

と
い
う
の
で
す
。 

つ
ま
り
依
存
症
か
ら
の
回
復
や
予
防

に
は
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
や
ス
ト
レ
ス

解
消
の
方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
事

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ネ
ズ
ミ
の
実
験

が
人
間
に
つ
い
て
も
妥
当
か
は
議
論
が

あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
り
し
て
も
依
存

症
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言 

わ
れ
て
い
ま
す
。 

以
前
、
学
校
だ
よ
り
に
も
書
き
ま
し

た
が
、
ネ
ッ
ト
依
存
治
療
の
専
門
家
に

よ
る
と
、
依
存
に
は
促
進
要
因
と
抑
制

要
因
が
あ
り
、
依
存
症
の
予
防
や
治
療

に
は
抑
制
要
因
（
リ
ア
ル
な
生
活
で
の

達
成
感
・
充
実
感
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処

ス
キ
ル
、
将
来
の
目
標
な
ど
）
を
強
め
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
リ 

 

を 

             

ア
ル
な
生
活
で
の
達
成
感
・
充
実
感
を

高
め
る
の
に
大
切
な
の
が
、
学
校
教
育

と
地
域
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。 

愛
別
町
の
青
少
年 

育
成
協
議
会
は
、 

「
地
域
の
子
供 

た
ち
は
、
地
域
で 

守
り
育
て
る
」
と 

い
う
視
点
で
様
々
な 

見
守
り
活
動
、
教
育 

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
子
供
た
ち
は

体
験
活
動
の
楽
し
さ
や
人
と
の
つ
な
が

り
を
学
び
ま
す
。
今
後
も
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
協
力
し
て
、
愛
別
の
子
供
た

ち
の
「
リ
ア
ル
な
生
活
」
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

                                

«
会
員
寄
稿
》  

「
リ
ア
ル
な
生
活
の
充
実
」 

 

【青少年育成研修の集い 兼 地域学校協働活動ボランティア研修のご案内】 
 

当協議会では、子育てに関わる教育関係団体が相互に連携を強化し、また、地域の

方々のご協力を頂きながら一体的に子育てに取り組む機運高揚を目的として研修会を

実施しており、本年度は上記内容を予定しております。 家庭・学校・地域社会が一体と

なって愛別町の青少年育成活動がより良きものとなるよう、一人でも多くの方々にご参

加を頂ければと思います。時間等の詳細は、後日発行の青少協だよりをご覧下さい。 

  

 

令和７年 

３月１８日 
 

（火） 

講 師  北海道文教大学人間科学部地域未来学科 教授 中 田 和 彦 氏 
講 演 『コロナ後の子どもの変化と体験活動の重要性』 

 


